
経営比較分析表（令和5年度決算）
宮城県　登米市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
536.09 136.80 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Cd1 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

73,338

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　令和２年度より地方公営企業法を適用したため、令和
２年度からの数値となっている。
「①経常収支比率」は、令和５年９月に下水道使用料の
改定を行ったことから、使用料収入が前年度より増加し
たものの、依然として基準外繰入に依存している状況に
あるため、施設の統廃合等による経営の効率化に努め
る。
「②累積欠損金比率」は、純利益の計上により減少した
ものである。
「③流動比率」は、純利益の発生による現金の増加など
により、前年度を上回った。建設改良に充てた企業債償
還金の割合が非常に高く、平均値を大きく下回っている
状況であるため、企業債新規発行額の削減の余地につい
て検討を図っていく。
「④企業債残高対事業規模比率」は、建設投資におい
て、自己資金が少ないため借入金に依存してきたことに
より、企業債残高は減少しているものの平均値を大きく
上回っている。
「⑥汚水処理原価」は、退職給付費を計上したことなど
ににより前年度より増加した。使用料単価は使用料改定
により増加し、「⑤経費回収率」は前年度から改善した
ものの、依然100％に達していない。汚水処理費の削減
を図るため、ウォーターＰＰＰの導入可能性について検
討を進めることとしている。
「⑧水洗化率」は、管渠整備が続くため、新規接続者の
増により前年度より増加している。しかしながら、「⑦
施設利用率」は平均値を下回っており、水洗化率の更な
る向上を図るとともに、近隣施設との統廃合も検討して
いく。

資金不足比率(％)

- 54.39 24.95 66.65 3,743

自己資本構成比率(％)

18,154 8.77 2,070.01 【】 令和5年度全国平均

「①有形固定資産減価償却率」は、地方公営企業法適用
前の減価償却累計額を控除した額を開始時点の資産とし
て計上しているため、減価償却累計額が小さく、平均値
を大きく下回っている。
「②管渠老朽化率」「③管渠改善率」は、当該年度時点
で法定耐用年数を超えている管渠がない状況である。ス
トックマネジメントを策定し、老朽化対策に取り組んで
いる。

2. 老朽化の状況

全体総括

　類似団体と比較すると、本市の公共下水道事業は、
「汚水処理原価」は類似団体と比較して低いものの、汚
水処理費を使用料で賄えていない状況にある。ウォー
ターＰＰＰの導入可能性について検討、調査を進めるな
ど、汚水処理費の削減等を図っていく。
　また、水洗化の融資あっせん制度や排水設備工事補助
金制度を継続し、市民の負担軽減を図りながら水洗化率
の向上に努める。
　今後は、施設更新費用の増加や人口減少に伴う使用料
の減少等が予測される。使用料改定により収益を確保す
るとともに、近隣施設との統廃合を検討し、より効率的
な経営に努める。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.91】 【3.03】 【78.43】 【630.82】

【95.91】【58.94】【138.75】【97.81】

【41.09】 【8.68】 【0.22】



経営比較分析表（令和5年度決算）
宮城県　登米市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
536.09 136.80 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

73,338

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　令和２年度より地方公営企業法を適用したため、令和
２年度からの数値となっている。
「①経常収支比率」は、令和５年９月に下水道使用料の
改定を行ったことから、使用料収入が前年度より増加し
たものの、依然として基準外繰入に依存している状況に
あるため、施設の統廃合等による経営の効率化に努め
る。
「②累積欠損金比率」は発生していない。
「③流動比率」は、純利益の発生による現金の増加など
により、前年度を上回った。建設改良に充てた企業債償
還金の割合が非常に高く、平均値を大きく下回っている
状況であるため、企業債新規発行額の削減の余地につい
て検討を図っていく。
「④企業債残高対事業規模比率」は、建設投資におい
て、自己資金が少ないため借入金に依存してきたことに
より、企業債残高は減少しているものの平均値を大きく
上回っている。
使用料単価は使用料改定により前年度よりも増加したも
のの、有収水量が著しく減少したため、「⑥汚水処理原
価」は前年度より増加した。「⑤経費回収率」は、汚水
処理原価の増加により前年度を下回り、100％に達して
いない。ウォーターＰＰＰの導入可能性、流域下水道事
業への接続統合等について検討、調査を進めるなど、汚
水処理費の削減等を図っていく。
「⑦施設利用率」は平均値を上回っているが、前年度よ
り減少した。
「⑧水洗化率」は、管渠整備が続くため、新規接続者の
増により前年度より増加している。平均値より低い状況
であり、市広報誌への定期的な掲載等の普及啓蒙活動を
行い、水洗化率の更なる向上を図っていく。

資金不足比率(％)

- 58.93 22.08 83.70 3,743

自己資本構成比率(％)

16,062 8.90 1,804.72 【】 令和5年度全国平均

「①有形固定資産減価償却率」は、地方公営企業法適用
前の減価償却累計額を控除した額を開始時点の資産とし
て計上しているため、減価償却累計額が小さく、平均値
を大きく下回っている。
「②管渠老朽化率」「③管渠改善率」は、当該年度時点
で法定耐用年数を超えている管渠がない状況である。ス
トックマネジメントを策定し、老朽化対策に取り組んで
いる。

2. 老朽化の状況

全体総括

　類似団体と比較すると、本市の特定環境保全公共下水
道事業は、「汚水処理原価」は類似団体と比較して低い
ものの、汚水処理費を使用料で賄えていない状況にあ
る。ウォーターＰＰＰの導入可能性、流域下水道事業へ
の接続統合等について検討、調査を進めるなど、汚水処
理費の削減等を図っていく。
　また、水洗化の融資あっせん制度や排水設備工事補助
金制度を継続し、市民の負担軽減を図りながら水洗化率
の向上に努める。
　今後は、施設更新費用の増加や人口減少に伴う使用料
の減少等が予測される。使用料改定により収益を確保す
るとともに、近隣施設との統廃合を検討し、より効率的
な経営に努める。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.09】 【65.73】 【48.91】 【1,156.82】

【86.21】【43.28】【215.73】【75.33】

【29.62】 【0.09】 【0.11】



「①有形固定資産減価償却率」は、地方公営企業法適用
前の減価償却累計額を控除した額を開始時点の資産とし
て計上しているため、減価償却累計額が小さく、平均値
を大きく下回っている。
「②管渠老朽化率」「③管渠改善率」は、当該年度時点
で法定耐用年数を超えている管渠がない状況である。ス
トックマネジメントを策定し、老朽化対策に取り組んで
いる。

2. 老朽化の状況

全体総括

　類似団体と比較すると、本市の農業集落排水事業は、
「汚水処理原価」は類似団体と比較して低いものの、汚
水処理費を使用料で賄えていない状況にある。令和６年
３月に策定した施設統廃合計画に基づく処理施設配置の
適正化、ウォーターＰＰＰの導入可能性について検討、
調査を進めるなど、汚水処理費の削減等を図っていく。
　整備事業は平成29年度に完了しているが、水洗化の融
資あっせん制度や排水設備工事補助金制度を継続し、市
民の負担軽減を図りながら水洗化率の向上に努める。
　今後は、施設更新費用の増加や人口減少に伴う使用料
の減少等が予測される。使用料改定により収益を確保す
るとともに、近隣施設との統廃合を検討し、より効率的
な経営に努める。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

16,475 20.93 787.15 【】 令和5年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　令和２年度より地方公営企業法を適用したため、令和
２年度からの数値となっている。
「①経常収支比率」は、令和５年９月に下水道使用料の
改定を行ったことから、使用料収入が前年度より増加し
たものの、依然として基準外繰入に依存している状況に
あるため、施設の統廃合等による経営の効率化に努め
る。
「②累積欠損金比率」は、純利益の発生により減少した
ものである。
「③流動比率」は、純利益の発生による現金の増加など
により、前年度を上回った。建設改良に充てた企業債償
還金の割合が非常に高く、平均値を大きく下回っている
状況であるため、企業債新規発行額の削減の余地につい
て検討を図っていく。
「④企業債残高対事業規模比率」は、建設投資におい
て、自己資金が少ないため借入金に依存してきたことに
より、企業債残高は減少しているものの平均値を大きく
上回っている。
「⑥汚水処理原価」は、退職給付費を計上したことなど
により前年度より増加した。使用料単価は使用料改定に
より増加したものの、汚水処理原価の増加が大きく、
「⑤経費回収率」は前年度を下回り、100％に達してい
ない。汚水処理費の削減を図るため、施設の統廃合の推
進、ウォーターＰＰＰの導入可能性について検討を進め
ることとしている。
「⑧水洗化率」は増加したものの、「⑦施設利用率」と
ともに平均値を下回っている。水洗化率の更なる向上を
図るとともに、近隣施設との統廃合も検討していく。

資金不足比率(％)

- 67.43 22.64 90.74 3,743

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

73,338

処理区域内人口(人)

536.09 136.80 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
宮城県　登米市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例

0.00

0.01

0.02

0.03

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 0.02 0.01 0.01 0.02

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 102.22 102.93 101.96 100.89

平均値 - 103.09 102.11 101.91 103.07

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 3.78 7.25 10.70 14.03

平均値 - 24.80 28.12 28.79 30.50

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 36.53 20.18 11.32 5.56

平均値 - 101.24 124.90 124.80 120.64

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 14.95 20.89 20.51 21.46

平均値 - 37.24 33.58 35.42 39.82

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

4,000.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 3,796.51 3,658.92 3,496.10 3,112.91

平均値 - 783.80 778.81 718.49 743.31

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 59.07 62.11 59.04 57.30

平均値 - 68.11 67.23 61.82 61.15

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 263.41 251.58 265.58 296.46

平均値 - 222.41 228.21 246.90 250.43

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 42.73 42.40 42.05 41.21

平均値 - 55.26 54.54 52.90 52.63

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 81.16 81.54 82.19 82.71

平均値 - 90.52 90.30 90.30 90.32

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.44】 【124.06】 【42.02】 【785.10】

【87.54】【49.87】【271.15】【56.93】

【28.42】 【0.08】 【0.02】



「①有形固定資産減価償却率」は、地方公営企業法適用
前の減価償却累計額を控除した額を開始時点の資産とし
て計上しているため、減価償却累計額が小さく、平均値
を大きく下回っている。

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成14年度より特定地域生活排水処理施設整備に着手
し、令和５年度においては64基を整備している。浄化槽
の設置コストは低いものの、維持管理コストが嵩み「汚
水処理原価」が類似団体より高く、「経費回収率」が低
い状況にある。補助金型の個人設置浄化槽整備事業への
移行等も踏まえて浄化槽整備・管理手法の見直し検討
し、経費の削減を図っていく。
　今後は、施設更新費用の増加や人口減少に伴う使用料
の減少等が予測される。的確な経営分析を行い、使用料
改定による収益の確保や、維持管理費の削減など、持続
可能な経営に努める必要がある。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

6,976 2.00 3,488.00 【】 令和5年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　令和２年度より地方公営企業法を適用したため、令和
２年度からの数値となっている。
「①経常収支比率」は、令和５年９月に下水道使用料の
改定を行ったことから、使用料収入が前年度より増加し
たものの、依然として基準外繰入に依存している状況に
あるため、適正な料金体系の検討による収入の確保、浄
化槽整備・管理手法の見直しによる経費の削減を図って
いく。
「②累積欠損金比率」は発生していない。
「③流動比率」は、企業債の翌年度償還額が増加したこ
となどにより前年度より減少した。企業債新規発行額の
削減の余地について検討を図っていく。
「④企業債残高対事業規模比率」は、建設投資におい
て、自己資金が少ないため借入金に依存してきたことに
より企業債残高が多く、平均値を大きく上回っている。
「⑥汚水処理原価」は、委託料等の増加により前年度よ
り増加した。使用料単価は使用料改定により増加し、
「⑤経費回収率」は前年度から改善したものの、依然
100％に達していない。浄化槽整備・維持管理手法の見
直しによる汚水処理費の削減等により、回収率の改善を
図っていく。
「⑦施設利用率」は前年度を下回っている。新規整備に
より浄化槽の基数は年々増加しているが、１基あたりの
処理水量は減少傾向となっている。
「⑧水洗化率」は、本市では、排水設備工事申請と浄化
槽設置申請を同時に提出することにより浄化槽工事を実
施しているため、100％となっている。

資金不足比率(％)

- 33.95 9.59 100.00 3,743

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

73,338

処理区域内人口(人)

536.09 136.80 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K2 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
宮城県　登米市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 104.20 106.12 106.05 102.46

平均値 - 99.03 100.41 100.17 96.95

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 4.30 8.27 11.35 14.95

平均値 - 15.74 21.02 24.31 26.92

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

①経常収支比率(％)

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 74.24 83.92 89.31 91.33

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 119.47 150.41 331.02 327.20

平均値 - 100.47 122.71 138.20 126.97

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 1,327.87 1,315.41 1,312.60 1,206.09

平均値 - 294.27 294.09 294.09 338.47

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 47.72 47.10 44.25 46.29

平均値 - 60.59 60.00 59.01 56.06

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 314.23 318.86 339.62 352.19

平均値 - 280.23 282.71 291.82 304.36

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 51.45 50.95 50.34 49.63

平均値 - 58.19 56.52 88.45 54.08

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 100.00 100.00 100.00 100.00

平均値 - 87.80 88.43 90.34 90.57

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【96.62】 【111.69】 【111.29】 【349.83】

【85.31】【54.61】【307.86】【53.65】

【25.25】 【-】 【-】



経営比較分析表（令和5年度決算）
宮城県　登米市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
536.09 136.80 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 個別排水処理 L2 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

73,338

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　令和２年度より地方公営企業法を適用したため、令和
２年度からの数値となっている。
「①経常収支比率」は、令和５年９月に下水道使用料の
改定を行ったことから、使用料収入が前年度より増加し
たものの、依然として基準外繰入に依存している状況に
あるため、適正な料金体系の検討による収入の確保、浄
化槽整備・管理手法の見直しによる経費の削減を図って
いく。
「②累積欠損金比率」は、純利益の発生により減少した
ものである。
「③流動比率」は、純利益の発生による現金の増加など
により、前年度を上回った。企業債の償還による負債の
縮減を図り、適正な流動比率の維持を図る。
「④企業債残高対事業規模比率」は、建設投資におい
て、自己資金が少ないため借入金に依存してきたが、新
規整備はなく企業債残高が減少しており、平均値を下
回った。
「⑥汚水処理原価」は、委託料等の増加により前年度よ
り増加した。使用料単価は使用料改定により増加し、
「⑤経費回収率」は前年度から改善したものの、依然
100％に達していない。汚水処理費の削減等により、回
収率の改善を図っていく。
「⑦施設利用率」は、１基あたりの処理水量の減少によ
り、前年度を下回った。
「⑧水洗化率」は、本市では、排水設備工事申請と浄化
槽設置申請を同時に提出することにより浄化槽工事を実
施しているため、100％となっている。

資金不足比率(％)

- 23.38 0.53 100.00 3,743

自己資本構成比率(％)

385 0.33 1,166.67 【】 令和5年度全国平均

「①有形固定資産減価償却率」は、地方公営企業法適用
前の減価償却累計額を控除した額を開始時点の資産とし
て計上しているため、減価償却累計額が小さく、平均値
を大きく下回っている。

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成10年度より個別排水処理施設整備に着手し、132
基を管理している。浄化槽は維持管理コストが嵩み「汚
水処理原価」が高く、「経費回収率」が低い状況にあ
る。特定地域生活排水事業と同様、既存浄化槽を土地所
有者等へ無償譲渡することを検討している。
　今後は、施設更新費用の増加や人口減少に伴う使用料
の減少等が予測される。的確な経営分析を行い、使用料
改定による収益の確保や、維持管理費の削減など、持続
可能な経営に努める必要がある。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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0.00
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140.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 102.72 116.95 108.74 102.95

平均値 - 96.14 95.60 93.57 96.48
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40.00

45.00

R01 R02 R03 R04 R05
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①経常収支比率(％)

0.00

50.00
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R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - 212.62 145.82 103.44 86.17

平均値 - 237.00 257.23 293.54 224.60
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平均値 - 135.35 150.92 151.72 132.16
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【96.59】 【208.93】 【136.43】 【967.97】

【82.56】【46.29】【332.82】【46.20】

【39.62】 【-】 【-】


